
令和 7 年 6 月 1 日

○ 施策の概要

１．前年度（評価対象年度）の当該施策の目標

２．投入コスト

３．施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果
重
点
事
業

重

重

重

重 拡充 Ａ 拡充こども-15 私立保育所等整備事業 82,104 15,730 97,834

こども-08
子育て支援施設等整
備事業

0 7,865 7,865 現状維持 Ｂ 現状維持

こども-07
放課後子ども総合プ
ラン施設整備事業

5,462 13,371 18,833 休止・廃止 Ａ 休止・廃止

貢
献
度

最終
評価

こども-06
拠点保育所（腰越）整
備事業

820 13,371 14,191 休止・廃止

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

Ａ 休止・廃止

138,723 0

人件費 35,603 41,729 32,663 34,182 50,337

事業
評価

令和７年（2025年）度行政評価シート

目標とする
まちの姿

子育て関連等施設の充実により、すべての子どもたちが健やかに成長できる環境が整って
います。
　また、地域の方々との連携により、子どもたちが鎌倉ならではの多様な体験・活動を行える
環境が整っています。

主な取組

（１）保育環境の充実
　認可保育所や認定こども園等の環境を整備するとともに、幼稚園預かり保育の充実など、
待機児童対策を推進します。
（２）放課後環境の整備
　児童の安全・安心な放課後等の居場所を確保するため、すべての小学校区で放課後かま
くらっ子が実施できる環境を整備します。
（３）親子の居場所の充実
　親子で気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中でくつろぐことができ、子育ての悩み相談もでき
る環境を整備します。

・拠点保育所（腰越）整備事業を完了する。
・稲村ケ崎小学校区放課後子ども総合プラン施設を移転の上、開所する。
・岡本二丁目用地活用基本計画更新へ向けた基礎調査等の実施を目指す。
・未就学児童数と保育ニーズを見極めながら、待機児童の解消を図るための施策の検討を進める。
・新規の施設整備を検討し、待機児童の解消に向けた取組を進める。
・新規の補助金等を検討し、保育士確保に向けた取組を進める。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

評価者 こどもみらい部長　廣川　正

総合計画上
の位置付け

分野 4-(2)　子育て 施策の方針 ４-(2)-②子育て環境の整備

事業費 124,163 121,691 682,585 509,203 88,386

総事業費 159,766 163,420 715,248 543,385
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４．評価対象年度の主な実施内容

※　前年度外部評価における提言・質問に対する回答

→

→

→

→

→

→

５．成果指標

59

平成31年4月1日

平成31年4月1日

2858

目標値 2,880 2,900 2,910 2,910 2,910

％達成率 99.9% 99.2% 99.7% 100.7% 104.3%

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

人

成果指標②
保育園の受入数（翌年度４月１日時点の定員
数）

出典 所管課調べ

初
期
値

年次 令和２年度 令和３年度

2,910
人

翌年度4月1日
入所状況を当
該年度の成果
指標とする。

実績値 2,878 2,878 2,900 2,930 3,036

0.0 0.0 0.0

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0 0.0

成果指標① 待機児童数（翌年度４月１日時点の数値） 出典 所管課調べ

初
期
値

年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人
翌年度4月1日
入所状況を当
該年度の成果
指標とする。

実績値 45.0 15.0 28.0 34.0 9.0

令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

目標値 0.0

今後、提供されるサービスがそれらを必要とする市民のニーズに合
致しているか、十分なサービスとするためにどのように市が関わる
のか、より積極的に取り組むべきである。

待機児童が解消されていない現状は、市民ニーズを満たしていな
状況だと考えており、待機児童解消に向けて、積極的に取り組んで
まいります。あわせて引き続きアンケート調査等の実施を通して利用
者の声をお聞きしながら、利用者のニーズに応えられるよう努めてま
いります。

既存施設の複合化などによる多面的な施設整備を視野におくべき
である。

公共施設再編計画の内容を踏まえながら、拠点保育所（大船）整備
事業等において建物の機能（用途含む）の複合化を含め、より効率
的な施設整備の検討を行っていきます。

未就学児童数と保育ニーズを見極めながら、待機児童の解消に向
け、保育士確保策の実施と合わせ、令和６年度以降も引き続き、施
設整備による定員増の実施や他の解決策について検討を進めるべ
きである。

施設整備による定員増や保育士確保策の拡充などにより、待機児
童解消に向けた取り組みを進めてまいります。

・拠点保育所（腰越）整備事業については、令和６年４月から公私連携保育法人に指定した社会福祉法人
伸こう福祉会が運営するキディ腰越保育園を開所した。また、仮設園舎の解体及び敷地の原状回復を行っ
た。
・稲村ケ崎小学校区放課後子ども総合プラン施設については、外構整備・施設整備が完了し、令和７年３
月に同施設を校舎内から移転し、開所した。
・子育て支援施設等整備事業については、岡本二丁目用地活用基本計画更新へ向けた庁内ヒアリング等
を実施した。
・小規模保育事業所４施設の新設を行った。
・家庭的保育事業１施設の新設を行った。
・他事業ではあるが、保育士確保を目的とした奨励金等の制度を創設した。

※実施できなかった事業とその理由

提言・質問 回答

目標となる「子育ての不安を解消する」場が足りてないと感じる。気
軽にアクセスしやすい場(オンライン含)を増やすべきである。

令和6年度は、腰越子育て支援センターを開設するとともに、身近な
相談機関として保育園、幼稚園４園の協力をいただき地域相談機
関を開設いたしました。
かまくら冒険遊び場やオンライン相談も可能なかまくらこども相談窓
口きらきらなども活用し、こどもや子育て世帯を孤立させないような
取組を進めてまいります。

地域の方々との連携、子どもたち（特定の年齢の定めなし）が鎌倉
ならではの多様な体験・活動を行える環境の構築をめざすべきであ
る。

「かまくら冒険遊び場」など、本市の特色である活発な市民協働を活
かした施策も実施しておりますが、子育て世帯やこども自身が孤立
感を感じることがないよう、引き続き、地域づくりに向けた取り組みを
継続してまいります。

次年度以降になるが、公私連携型保育所の開所によりどの程度、
市の子育て環境へ効果があるのか注視すべきである。

ご指摘いただいた効果検証を踏まえながら、鎌倉市の子育て環境
の向上に向けて、どのような取組ができるか継続して協議してまいり
ます。
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６．「施策の方針の成果指標」の達成状況等を踏まえた施策の達成状況の分析

７．主な実施内容と施策の達成状況の分析を踏まえた評価
※主な実施内容と目標とするまちの姿の関係（達成状況とその理由）

　「施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果」における貢献度の分析

８．今後の方向性

９．今年度（評価年度）の目標

・子育て支援施設整備事業については、基本計画の更新を行う。また、更新後は事業者ヒアリング等を実
施し、実現性の向上に努める。
・未就学児童数と保育ニーズを見極めながら、待機児童の解消に向け、保育士確保策の実施と合わせ、施
設整備による定員増の実施や他の解決策について検討を進める。

・岡本二丁目用地活用基本計画を更新し、事業者ヒアリング等を実施の上、ニーズを把握する。
・未就学児童数と保育ニーズを見極めながら、待機児童の解消を図るための施策を検討する。
・新規の施設整備を検討し、待機児童の解消に向けた取組を進める。

・拠点保育所（腰越）整備方針については、当初の開園計画に沿って、開園をさせることができた。
・稲村ケ崎小学校区放課後子ども総合プラン施設については、当初の開所計画に沿って、開所させること
ができた。
・子育て支援施設等整備事業については、策定計画に沿って、庁内ヒアリング等を進めた。
・新規施設の設置や幼稚園の認定こども園化等により利用定員の拡大を図っているが、待機児童の解消
には至っていない。令和７年度以降も引き続き対応を要する。

・拠点保育所（腰越）整備事業については、令和６年４月から公私連携型保育所として開所し、こどもが安
全で安心に過ごせる保育環境を整えた。
・稲村ケ崎小学校区こどもプラン施設については、令和７年３月に開所し、こどもが安全で安心に過ごせる
居場所を整えた。
・子育て支援施設等整備事業については、あらゆる世代のこどもたちが過ごせる居場所の整備へ向けて、
準備を進めた。
・小規模保育事業所及び家庭的保育事業を合計５施設開所し、主に１～２歳の定員拡大を行った。
・鎌倉しろやま幼稚園の幼稚園型認定こども園化に伴い、２号認定児の利用定員を拡大した。

これらの施策が総合的に作用し、すべての子どもたちが多様な体験・活動等を通じて健やかに成長できる
環境の整備につながったものと考える。
なお、拠点保育所整備事業や放課後子ども総合プラン施設整備事業、私立保育所等整備事業はより大き
く貢献した。
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